	
担保権消滅許可申立てに係る買受申出保証用

支払保証委託契約書

平成　　年　　月　　日

　株式会社　　銀行

保証委託者

(買受希望者)

住所

氏名

　印

　私は、別に差し入れた銀行取引約定書および支払承諾約定書の各条項のほか、次の条項を承認のうえ、貴行に対し、下記の内容の保証を委託します。

　

記

　

保証金額

金　　　　　　　　　　円（買受申出額の十分の二）

事件の表示
破産者名
破産管財人
破産事件番号
担保権消滅
許可事件番号
保証債務の内容

上記破産管財人が上記裁判所に申立てた担保権消滅許可申立てについて被申立担保権者（買受申出者）が平成○年○月○日買受けの申出をするに際し買受希望者が提供する破産法（以下「法」という）第188条第５項、破産規則（以下「規」という）第60条第２項第２号による保証に係る破産管財人への金銭の支払債務

買受希望者（注１）
住所

氏名

買受申出者

住所

氏名

買受申出額

金　　　　　　　　　　　　円

担保権の目的財産
（後記）

保証料

保証金額に対し年　％の割合。支払方法は……　

第1条（証明書の発行）

　　貴行は、この保証委託について私（保証委託者）に破産管財人へ提出する「支払保証委託契約締結証明書」（以下「証明書」という）を発行します。

第２条（通知義務等）

1 私は、証明書を破産管財人に提出したときは、遅滞なく貴行にその旨通知します。

2 私は、法第１８６条第１項の申立てについて私を売却の相手方とする許可決定があったときは、遅滞なく貴行にその旨通知します。

3 私は、第1項の通知の後に、買受けの申出の撤回をしようとするとき、担保権消滅許可申立の取下げのために私の同意を求められたとき、もしくは破産管財人との契約によりこの保証を他の方法による保証に変換しようとするときは、予め買受申出者と協議を行ったうえ、事前に貴行にその旨届け出ます。

④　私は、この契約の変更、解除、またはこの契約の効力の消滅等により、破産管財人より証明書の返還を受けたときは、貴行に遅滞なく届け出、これを返還します。

第３条（保証債務の履行）
　　貴行は、私のために、法第190条第1項第2号の規定による金銭の納付または同条第6項の規定による法第189条第1項の許可の決定を取り消す決定があったときは、保証金額欄記載の額の金銭を破産管財人に支払います。

第４条（事前求償）
　　私は、支払承諾約定書第8条（事前求償）第１項、第２項各号の事由の一にでも該当した場合には、前条の法第190条第1項第2号の規定による金銭の納付または同条第6項の規定による法第189条第1項の許可の決定を取り消す決定の前であっても、支払承諾約定書第８条各項の規定により、あらかじめ求償債務を負い、直ちに弁済します。

第５条（契約の変更・解除等）

1 この契約は、法第188条第10項の規定による法第186条第1項の申立ての取下げがあった場合、法第188条第7項もしくは法第189条第3項の規定による買受けの申出の撤回があった場合または規第60条第3項の規定により保証の変換がされた場合を除き、契約の変更または解除をすることができないものとします。

2 　この契約の効力は、法第186条第1項の申立てについての裁判(私を当該許可に係る売却の相手方とする法第189条第1項の許可の決定を除く。)が確定した時に消滅するものとします。

記（担保権の目的財産の表示）（注３）
以上
支払保証委託契約締結証明欄

（注）

この支払保証委託契約書が締結されていることを証明します。

　平成　年　月　日

　　　破産管財人　　　　　　　様

　　
住所

株式会社

　　銀行　　　支店

支店長

　　　　　　　　　　　　　㊞

（注１）買受希望者欄は、買受申出者と同じの場合には、その旨を記入する。
（注２）支払保証委託契約締結証明書の発行要領　　

　　　　支払保証委託契約書に記名・押印後そのコピーを作成し、コピー面の支払保証委託契約締結証明欄に記名・押印等を行ったうえ、これを第１条の証明書として保証委託者に発行する。
（注３）複数あるときは、買受申出額の各財産ごとの内訳額（法188条2項3号）を併記する。
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